
（別紙３）

～ 令和7年3月31日

（対象者数） 2 （回答者数） 2

～ 令和7年3月31日

（対象者数） 15 （回答者数） 15

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
医療的ケア児のための室内パーク開設し、親子イベント等の

開催を検討。

2
障がい児支援利用計画に合わせた個別支援計画書の作成を実

施。（内容・作成時期）

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1 制度改正に向けて現場目線で情報を発信していく。

2

3

○保護者評価有効回答数

令和6年4月1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日

事業所における自己評価総括表【公表】

○事業所名 やわらソレイユ（児童発達支援）

○保護者評価実施期間 令和6年4月1日

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

定員が５名と少なく新規の受け入れが困難である。

定員５人以上７人以下の区分が創設されたが、加算においては

定員数が増えるごとに単位が減少するため、定員を５人から増

やすことができない。

令和7年3月31日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

経験豊富な専門スタッフが多数在籍しており、質の高い医療的

ケア・機能訓練・療育を実施している。
ITツール等を活用した療育や意思疎通支援を実施している。

施設が広く、十分な療育スペースと療養スペースが確保できて

いる。訪問看護ステーションや相談支援センターを併設してお

り、切れ目のないサービスを提供できている。介護タクシーに

よる通学支援も実施している。

連携を意識した事業所運営を実施。障がい児支援利用計画に合

わせた個別支援計画書の作成を実施。（内容・作成時期）


